
砂原秀樹

356 INTERNET magazine 2000/4

奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー
Illust : Taniguchi Shiro

ど
う
や
っ
て
行
く
の
？

第7回

イラストでわかる
インターネットのABC

前回は、インターネットの中核となるプロトコルであるIP
（Internet Protocol）を取り上げ、ネットワーク上のコン
ピュータにどうやって番号IPアドレスを割り当てていくの
かという話をしました。これを理解できたら、次に問題と
なってくるのは、この番号を頼りにどうやって目的地にた
どりつくかということです。今回は、このあたりをお話しし
ていくことにしましょう。

目的地までどうやって行こう？
どの道を通る？
行き先はこうやって見つけよう！
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前回の話からもわかるように、IPでは

「IPアドレス｣と呼ばれる番号でコンピュ

ータを区別します。したがって、送るべき

データの宛て先もこのIPアドレスで示さ

れることになります。つまり、「東京都千

代田区○○×丁目△番に行く」という

のと同様に、「IPアドレスの何番にデータ

を送る」ということになるのです。そう

することにより、この宛て先IPアドレス

を目標にしてどのような道を通って行け

ばよいのかを知ることができるのです。こ

の道順を知る仕組みのことを「ルーティ

ング制御」と呼んでいます。さて、もし私

たち人間が同じ状況に置かれたらどんな

行動にでるでしょう？　たとえば、みなさ

んはどこかに出かける際に前の晩から地

図をよーく調べてあらかじめ行き方を決

めておくことがあるでしょう。インターネ

ットにおいても同様で、さまざまなコンピ

ュータに中継してもらいながら目的地に

到着するのですから、どのコンピュータ

を経由して目的地に到達するかを最初に

決めてから出発するという方法が考えら

れます。このような方法を「ソースルー

ティング」と呼びます。

しかしこの方法では、たとえば道が工事

中で通れなかったり、事故で渋滞したり

しているときにどうしたらいいか困ってし

まいます。そもそも目的地までの道順を

あらかじめ調べておくためには非常に詳

細な地図を持っていることが前提となっ

てきますが、インターネット上においては

コンピュータが停止していたりすることも

あるので、この地図が常に変化している

のです。

そこでもう1つの方法が浮上します。そ

れは、たとえば「東京都千代田区○○×

丁目△番」に行く場合、まず東京に行

き、東京で詳細な行き先案内板を見て

千代田区にたどりつき、そこで○○を探

して……というように、最初は大まかな

道筋をたどり、目的地に近づいてきたら

詳細な情報を頼りに目的地に到達する

といった方法です。実はインターネットで

もこれによく似た方法を使っています。

「ホップバイホップルーティング」と呼ば

れるこの方法は、簡単に言うと、とりあ

えず次に行く場所を見つけてそこにたど

りつき、そこからまた次に行く場所を探

しながら目的地に到着するといったもの

です。では、このホップバイホップルーテ

ィングについてもう少し詳しく見ていき

ましょう。
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ては、G経由で到達できるということが

書かれているのです。ここで、ネットワー

クWに接続されているコンピュータBに

行くことを考えてみましょう。コンピュー

タAでは、ネットワークWの項目を引き、

次にGへ行けばよいことがわかります。同

様にしてGでは、次はHであることがわか

ります。このようにしてH → Iとたどりな

がらネットワークWに到達します。ここ

で、IとBはネットワークWに直接接続さ

れているので、データリンクたとえばイー

サネットの仕組みに従って直接通信し、デ

ータが目的地に到着するわけです。

インターネッ

トでは、原則としてす

べてのコンピュータが｢経路

表｣と呼ばれる“地図”を持ってい

ることになっています。しかし、インターネ

ット上のすべてのコンピュータについて、

そこに行くためにはどうすればいいのか

を知っておかなければならないとすると

大変です。そこでこの経路表は、近くの

コンピュータについては詳細に、遠くの

コンピュータについては大まかに記録さ

れるようになってい

ます。つまり、自分が大

阪にいる場合、大阪について

は詳しい地図を持っているけれど、東京

についてはとりあえず新幹線で東京まで

行けばいいということだけを知っている

という状況になっているのです。

ここでイラストを見てください。経路表

には、最終目的地を原則としてネットワ

ーク単位と、そこに到達するためには次

にどこに行かなければならないかが書か

れています。つまり、コンピュータAの場

合は、ネットワークXにはAが直接接続

されており、ネットワークY、Z、Wについ

イーサネット：LANの伝送路とデータの伝送方法などに関する規約のこと。接続形態には1つの回線を複数の機器で共有するバス型と、ハブを介して各機器を接続するスター型
がある。現在、ほとんどの特殊な用途を除いて、ほとんどのLANはイーサネットである。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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次回予告

さて、この経路表を正しく維持する仕組みについては、また別の機会でもお話しした

いと思います。次回もIPまわりの話についてお話しする予定ですのでお楽しみに。

す。要するに、行き先に従って次に行く

場所を調べながら目的地に近づいてい

くという方法であるわけです。ウィンドウ

ズなどでもMS-DOSウィンドウから

「route print」と入力すると経路表を見

ることができますから、興味がある人は

チェックしてみてください。ところでこの

時、非常に大きな問題があることに気づ

いた人も多いでしょう。それは、「行き先

案内板に相当する経路表が正しくなけ

ればどうなってしまうか？」ということで

す。これに関しては、いまは取りあえず経

路表が正しく維持されているのだと思っ

ておいてください。

ところで、コ

ンピュータBは、ネッ

トワークWに所属するという

ことをどうやって知るのでしょうか？

ここで、前回にお話ししたIPアドレスの

割り当て方を思い出してください。IPア

ドレスの割り当てでは、上位部だけを組

織に割り当ててもらい、下位部は自由に

使えるようになっていましたね。実は、こ

こでもその仕組みを用いることにより、割

り当てられたIPアドレスをまとめて取り

扱うことができるようになっています。た

とえば、実際の経路表において、最終目

的地は｢163.221.0.0/16｣のように表

されることになっています。このようにす

ることで、163.221.0.1や163.221.

10.123といったコンピュータが宛て先

の場合は、上から16bitを比較し、一致

する163.221.0.0/16のところに書かれ

ている情報を使えばいいことになります。

ちなみに、経路表の次に行くコンピュー

タもIPアドレスで表されていることは言

うまでもありませんね。

実際の割り当てでは、1つのネットワーク

に6万台ものコンピュータを接続するこ

とは難しいため、｢163.221.0.0/16｣

というネットワークをさらに分割して利用

しています。これを｢サブネット｣と呼び、

たとえ

ば、組織内では分割

されたネットワークを「163.221.1.0

/24｣「163.221.10.0/24｣「163.

221.81.0/24」のように上位部が長い

ものとして取り扱っています。このように

しておくことで、組織の外側からは1つの

大きなネットワークに見え、組織内では

小さなネットワークの集合に見えるという

状況になっているのです。

さて、これで経路制御については理解で

きたのではないでしょうか？　基本的に、

経路制御はそれほど難しくないと思いま

MS-DOS：x86系CPUを使った16ビットパソコン用の代表的なOSのこと。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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こういうときに圧縮ソフトを使うと便利

なのです。また、もっと重要なことは、大

きなデータを送る際は直接送るのでは

なく、あらかじめメールで問い合わせて

から送るとか、自分のホームページなどに

いったん置いておき、パスワードをメール

で知らせるなどしたほうがいいでしょう。

: この問題は実は非常に難しく、

結構長くインターネットをやっている人で

も誤解している人は多いと思います。た

とえば、「画像データは重いので圧縮す

るべきである」といった思い込みがある

と思いますが、｢JPEG｣や ｢GIF｣、

｢PNG｣といったほとんどの画像データ

形式では、データが圧縮された状態で

ファイルに保存されるようになっていま

す。したがって、これをさらに圧縮ソフト

（アーカイバー）などで圧縮しようと思っ

てもほとんど圧縮できなかったり、逆に

大きくなってしまったりするケースもある

のです。正しい圧縮ソフトでは、このよ

うな場合、圧縮しないで保存するように

なっています。ですから通常の場合、画

像ファイルを1つだけ添付するならば、特

別なことをせずに直接添付して送ってし

まっていいと思います。また、圧縮ソフト

をちゃんと使うと、どの程度そのデータ

が圧縮されているのかが表示されますか

ら、それを目安にするといいでしょう。そ

れよりも、圧縮ソフトを使うポイントは

複数のデータを送る場合にあります。複

数の画像ファイルなどを送る際、それぞ

れを別々に添付していたのではこれらの

ファイルが散乱してしまうことになります。

それよりは、圧縮ソフトでまとめておく

と相手もあとから整理しやすいでしょう。

このコーナーでは、みなさんからの質問を大募集していま

す。「先生、ここがわからないよ～」という疑問がある人は、

いますぐ下記の連絡先までご応募下さい。

お待ちしてます！！

im-faq@impress.co.jp

質 問 大 募 集 !!

このコーナーでは、砂原先生が
みんなの質問に
やさしく答えてくださいます！

: 仕事上で画像データなどを送っ

てもらうとき、「データが重いので圧縮し

て送ります」とか「××ファイルでお送り

していいですか？」などと言われることが

よくありますが、「圧縮する必要のあるフ

ァイルの大きさの目安」や「画像ファイル

の形式を選ぶ時の決まりごと」などがあ

ったら教えてください！

砂原先生
が 

答える 

Jump

アーカイバー：複数のファイルを1つにまとめたり、逆にもとに戻したりするソフトウェアのこと。大抵はファイル圧縮の機能も備えており、圧縮ソフトとほぼ同じ意味で使わ
れる。 インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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